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東北の力をつくりだす人・団体を紹介します。

◎福島県南相馬市
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取
り
組
み
と
し
て
も
大
事
な
こ

と
で
す
。

Ｑ
：
被
災
地
以
外
で
も
必
要
な

取
り
組
み
で
す
ね
？

宮
城
県
で
は
、
被
災
し
て
い

な
い
地
域
で
も
生
活
不
活
発
病

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
生
活
不
活
発
病
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
宮
城
県

と
宮
城
県
医
師
会
の
生
活
不
活

発
病
啓
発
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（
図
）
が
あ
り
、
住
民
全
戸
に

配
布
し
た
市
町
村
も
増
え
て
い

ま
す
。

Ｑ
：
生
活
不
活
発
病
予
防
・
改

善
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
を
。

Ｑ
：
生
活
不
活
発
病
は
平
常
時

に
も
起
き
ま
す
か
？

実
は
平
常
時
に
も
よ
く
起
き

て
い
る
も
の
で
す
。
特
に
高
齢

や
障
害
の
あ
る
方
に
は
起
こ
り

や
す
い
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
高
齢
の
方
で
、

退
院
し
て
病
気
は
治
っ
た
は
ず

な
の
に
、
だ
ん
だ
ん
元
気
が
な

く
な
っ
た
方
、
風
邪
を
こ
じ
ら

せ
て
寝
て
い
た
ら
い
つ
の
間
に

か
歩
け
な
く
な
っ
た
方
を
、
耳

に
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。定

年
後
に
家
に
ば
か
り
い
て

足
腰
が
弱
っ
た
人
、
息
子
夫
婦

と
同
居
し
て
か
ら
体
が
弱
っ
た

母
親
、
脳
卒
中
の
後
、
一
度
は

う
ま
く
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

の
に
、
再
び
歩
け
な
く
な
っ
た

人
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
生
活
不
活
発

病
の
原
因
で
あ
る
、「
生
活
が

不
活
発
な
状
態
に
な
る
」
こ
と

の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
方
へ
の
取
り
組

み
は
拙
著
を
参
照
く
だ
さ
い
。

Ｑ
：「
病
気
の
後
だ
か
ら
仕
方

な
い
」「
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
」

で
は
な
い
の
で
す
ね
？

そ
う
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、

実
は
こ
の
生
活
不
活
発
病
で

あ
っ
た
り
、
そ
れ
を
合
併
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

こ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
る
の

は「
生
活
が
不
活
発
に
な
っ
た
」

こ
と
で
す
。
そ
れ
が
手
足
を
は

じ
め
、
全
身
の
機
能
を
弱
ら
せ

た
の
で
す
。

Ｑ
：
平
常
時
か
ら
の
取
り
組
み

が
大
事
な
の
で
す
ね
？

そ
の
と
お
り
で
す
。
災
害
後

の
特
別
な
取
り
組
み
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
今
後
の
平
常
時
の

生
活
不
活
発
病
の
予
防
・
改

善
の
目
的
は
、
生
き
い
き
と
充

実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
予
防
・
改
善
の
手
段

も
、
生
き
い
き
と
充
実
し
た
生

活
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

す
な
わ
ち
目
的
と
手
段
は
同

じ
な
の
で
す
。

Ｑ
：
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

社
会
参
加
の
機
会
を
増
や
す

環
境
づ
く
り
で
す
。

「
代
り
に
や
っ
て
あ
げ
る
」

支
援
で
は
な
く
、
住
民
の
方
々

自
身
が
主
役
と
し
て
そ
れ
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
心
が
け
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

防ごう! 生活不活発病
最終回　平常時の取り組み：「年だから仕方ない」？

大川 弥生（おおかわ やよい）
国 立 長 寿 医 療 研 究 セ ン タ ー 部 長 　 医 師

[ プロフィール ]　宮城県生活不活発病予
防アドバイザー。新潟県中越地震以来、
各種災害で現地活動や実態把握を実施。
東日本大震災でも発生直後から現在まで、
行政への助言指導から住民への指導まで、
幅広い支援活動を継続中。生活不活発病
研究の第一人者。現在、厚労省社会保障
審議会生活機能分類専門委員会委員長。
中央防災会議専門委員等を歴任

新刊『「動かない」と人は病む ～
生活不活発病とは何か～』（講談
社現代新書） 定価：７６０円（税込）

生活不活発病についての大川先生の講演会
日時：平成25年11月27日（水）13：30 ～ 15：40
場所：エル・パーク仙台　ギャラリーホール
事前申し込み必要 ( 先着順 )：宮城県長寿社会政策課
FAX 022-211-2596

お知らせ

担当：宮城県長寿社会政策課
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宮城県サポートセンター支援事務所
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階
TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

 サポートセンター行脚 　～ つなぐ役割② ～ 
宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

気力をなくし先のことが考えられない人、判断する

能力の弱い人、低所得など、いろいろな理由により仮

設住宅から出られない、出たくないという人たちへど

のようにかかわり、支援していけばよいのでしょうか。

そもそも、サポートセンターや支援員が住民の住ま

いの支援まで立ち入ってする必要があるのか？　立場

的にできるのか？　という疑問もあります。

行政の立場も、住宅課・建設課は災害公営住宅を建

設し、仮設住宅から早く退出してもらい災害公営住宅

などへ移ってほしい、仮設住宅の解消を図りたい、と

の思いが最優先で、個々人の要援護者のスムーズな移

転を進めるというところまで思いが至らないのが現実

です。一方、福祉課は、仮設住宅での生活はむろんの

こと、移転後の生活、福祉に目を向け支援していく必

要があります。また、まちづくり課は、災害公営住宅

等の移転後の自治会組織やコミュニティ再生支援への

役割があると考えられます。

阪神・淡路大震災では、そうした行政内部の連携が

十分になされず要支援者の移転がスムーズにできな

かった、という反省があります。その教訓を生かして、

まず、行政内部で阪神・淡路大震災などの先例から問

題の十分な理解と対応について協議し、役割分担を行

う必要があります。そのうえで、被災者と直接かかわ

るサポートセンター等の支援員や社協、ボランティア

センター、自治会などと話し合い、連携・協働してス

ムーズな移行ができるように、具体的な手立てを図る

必要があります。

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

前回、総合相談機関で働くＷさんの「つなぐ」の力をご紹

介しました。多重債務を抱える障がい者が、単に破産させて

も、また同じことを繰り返す生活状況であれば人生のやり直

しにならないため、支援者による生活の見守りや、支援体制な

どの構築に目を向け、必要があれば成年後見人を配するなど、

Ｗさんの取り組みは障がい者の権利擁護の実践そのものです。

認知症のある人への支援で、Ｗさんに言われた言葉があり

ます。「放っておけない」「お互いさま」そして「明日は我が身」

（そうか、私も認知症になるとしたら……）。妙に納得したも

のです。

Ｗさんの課題解決に向けての各支援者への要求水準は高く、

私も成年後見制度における専門職の受任できる環境づくりに

おいて叱咤激励を受けました。宮城県での市町村申し立てを

はじめとして、成年後見制度における第三者後見人、専門職

後見人の必要性を広めた人です。高齢者虐待や消費者トラブ

ルを抱えた案件などでの市町村担当者の対応に、真正面から

異論を唱える姿は、本当に「格好いい！」と思うのです。

私にとって最大の財産は、身近にＷさんをはじめ、自分の

ありようを振り返る機会を与えてくれる人たちがいることで

す。

いかに専門家という人財を活かすのか。このテーマが、私

の想像以上に現場でうまくいっていません。そのあおりがサ

ポートセンターに行ってしまい、申し訳ない次第です。復興

に向けた動きが意識されてきた今、連携の動きがまだ「自分

の都合」からしか逸脱できない状況の今だから、Ｗさんの存

在を知らしめたいと思うのです。なぜ、つなぎが必要か。連

携が必要なのか。支援者が困って相談を寄せる場合、誰が本

当に困っているかが不明で、曖昧です。このことに気づくた

めには、Ｗさんたちとの連携こそが最適でしょう。宮城県に

もこんな人材がいてくれたのです。

仮設住宅から災害復興公営住宅等への移転に伴う支援②
～行政内部の調整とサポートセンターとの連携の必要性～

ひとりごと
宮城県サポートセンター支援事務所 

  　　　　アドバイザー　浜上 章

サポーターのあなたへ！

分野別研修Ⅱ 【石巻会場】10月29日(火) 石巻市ささえあい総括センター

［プロフィール］鳥取県生まれ。兵庫県川西市、兵庫県と大阪府の社会福祉協議会
で地域福祉活動の推進や個別支援に携わる。気仙沼市社協災害ボランティアセン
ターの支援に関わったことが縁で、2012 年 4 月より宮城県サポートセンター支援
事務所アドバイザーとして、サポーターの研修等支援にあたっている。

「精神障がいを抱える方への支援」と「アルコール依存の人への支援」についての研修を行います。
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「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？
お知り合いの方へのプレゼントにもご利用ください。

●購読会員　年3,600円（年12 回、送料込み）

●支援会員　１口 3,600円（年12 回、送料込み）
ご指定いただいた先へ、それぞれ年 12 回お送りします。指定がない
場合は、編集部が選定する被災都道府県・市町村の被災者の生活支援
担当課、または社会福祉協議会のほか、全国に避難する被災者を支援
する都道府県、市町村の被災者の生活支援課または社会福祉協議会に
送付いたします。

購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認
次第、情報紙を発送いたします。

＜お振込先＞　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、
①お届け先の住所と②何号からの購読申込みか、支援会員の方は③
希望する送付先のあて名、または ④「指定なし」と記入してください。

バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）か
ら震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集
部までお聞かせください。

☆次号予告　特集「借り上げ賃貸住宅の支え合い活動」

編 集 後 記
復興公営住宅建設予定地ツアーに同行するなかで、改めて情報のたいせつさを実感しまし
た。災害公営住宅に関する活動は、今後も各地の取り組みを掲載していく予定です。少しで
も皆さんのお役に立てる情報をご紹介できるよう、今後も尽力いたします。　（菅原）

読 者 の 声

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc-japan.com

13 号を読んで…
・偶然、情報紙に知人が掲載されていました。元気な姿を見ることができ、安
心しました。ありがとうございます。（気仙沼市・Y さん）
・震災にあってたいへんだったのに、皆さんの元気な活動と笑顔にびっくり。
仲良く力を合わせている様子が伝わります。（丸森町・T さん）

 購読者を募集しています！

場
の
力

集
い
か
ら
生
ま
れ
る
活
力

宮
城
県
気
仙
沼
市
唐
桑
町
◎
小
原
木
中
学
校
仮
設
住
宅

7

宮
城
県
気
仙
沼
市
唐
桑
町
に
建

つ
、
小こ

は

ら

ぎ

原
木
中
学
校
仮
設
住
宅
の

集
会
所
で
体
操
が
始
め
ら
れ
た
の

は
、
２
０
１
２
年
の
４
月
。「
以

前
は
、
暑
く
て
も
寒
く
て
も
集
会

所
に
は
入
ら
ず
、
み
ん
な
敷
地
内

の
ベ
ン
チ
に
ち
ょ
こ
ん
と
座
っ
て

い
た
ん
で
す
。
仮
設
住
宅
に
来
て

か
ら
、
身
体
を
動
か
す
機
会
も
少

な
く
な
っ
て
い
る
し
、
な
に
か
で

き
な
い
か
な
っ
て
思
っ
て
い
た
ん

で
す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
同
仮

設
住
宅
に
暮
ら
す
伊
藤
佐
智
子
さ

ん
。
体
操
の
会
の
企
画
者
だ
。

集
ま
っ
て
体
操
を
す
れ
ば
、
運

動
不
足
も
解
消
さ
れ
、
み
ん
な
で

笑
っ
て
話
す
機
会
も
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
さ
っ
そ
く
市
に
相
談

し
、
体
操
の
講
習
会
に
参
加
。
そ

の
後
す
ぐ
に
、
集
会
所
で
体
操
を

し
な
い
か
と
声
を
か
け
た
。
集
ま

る
き
っ
か
け
を
皆
が
必
要
と
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
住
民
は
待
っ
て

ま
し
た
と
ば
か
り
に
集
会
所
に
訪

れ
た
。
体
操
が
行
わ
れ
る
の
は
週

に
３
回
。
参
加
者
の
千
葉
信
子
さ

ん
は
、「
こ
れ
が
ま
た
滑こ

っ
け
い稽
な
の

よ
。
手
を
上
に
あ
げ
る
と
こ
ろ
を

間
違
っ
て
下
げ
ち
ゃ
っ
た
り
。
で

も
そ
れ
で
い
い
ん
だ
。
お
も
し
ぇ

が
ら
」
と
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
と

笑
い
な
が
ら
話
す
。

時
に
は
、
お
手
製
の
惣
菜
を
持

ち
寄
り
、
食
事
会
を
開
催
す
る
こ

と
も
あ
る
。
参
加
者
の
一
人
が
、

こ
う
話
し
て
く
れ
た
。「
冷
蔵
庫

に
貼
っ
た
体
操
の
予
定
表
を
眺
め

て
、“
明
日
だ
な
”
っ
て
考
え
る

の
も
楽
し
み
な
の
。
長
い
な
っ
て

思
っ
て
い
た
一
日
も
、
体
操
の
日

は
あ
っ
と
い
う
間
だ
よ
。
身
体
も

も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
さ
、
こ
こ
は

気
持
ち
が
元
気
に
な
る
場
所
な
ん

だ
」。

ず
ん
ず
ん
ず
ん

ず
ん
ど
こ
き
よ
し
～
♪

集
会
所
か
ら
流
れ
る
歌
謡
曲
、

“
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
”。

仮
設
住
宅
の
集
会
所
に
は

10
人
ほ
ど
の
住
民
た
ち
が

集
ま
っ
て
い
る
。

「
み
ん
な
集
ま
っ
た
ね
。

じ
ゃ
あ
や
ろ
っ
か
！
」

そ
の
声
か
け
と
と
も
に
、

い
っ
せ
い
に
始
め
ら
れ
た
の
は

“
体
操
”
だ
。

菅

体操を企画した伊藤佐智子さん。

体操を楽しむ住民たち

宮城県
気仙沼市


